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1.  平成25年6月期第2四半期の連結業績（平成24年7月1日～平成24年12月31日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年6月期第2四半期 2,332 9.7 △42 ― △40 ― △64 ―
24年6月期第2四半期 2,126 △6.1 35 △26.1 37 △24.5 18 △32.5

（注）包括利益 25年6月期第2四半期 △64百万円 （―％） 24年6月期第2四半期 18百万円 （△33.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年6月期第2四半期 △8,427.66 ―
24年6月期第2四半期 2,423.72 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年6月期第2四半期 2,131 916 43.0 120,252.95
24年6月期 1,220 999 81.9 131,159.81
（参考） 自己資本 25年6月期第2四半期 916百万円 24年6月期 999百万円

2.  配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有
上記配当予想の修正につきましては、本日平成25年２月４日付で発表いたしました「業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年6月期 ― 0.00 ― 2,500.00 2,500.00
25年6月期 ― 0.00
25年6月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成25年 6月期の連結業績予想（平成24年 7月 1日～平成25年 6月30日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
上記業績予想の詳細につきましては、本日平成25年２月４日付で発表いたしました「業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,127 15.2 △102 ― △100 ― △125 ― △16,528.67



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
（注）詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項(２)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧下さい。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項(３)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧下さい。

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく

四半期財務諸表のレビューは終了しておりません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する主旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ぺージ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご
覧下さい。

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 有
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年6月期2Q 7,620 株 24年6月期 7,620 株
② 期末自己株式数 25年6月期2Q ― 株 24年6月期 ― 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年6月期2Q 7,620 株 24年6月期2Q 7,620 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要を背景に回復傾向となることが期待

されておりますが、長引く円高や、デフレ、欧州の政府債務危機による世界的な経済の減速など、今後の見通しに

ついては依然として不透明な状況が続いております。

また、当社の主要取引先であります洋菓子業界におきましては、小麦粉や乳製品などの主原材料価格の高止まり

や消費者の節約志向により価格競争が進むなど、厳しい経営環境が続いております。

このような状況のなか、当社グループにおきましては、自社品種「ペチカプライム」「ペチカサンタ」を中心と

した業務用いちご果実およびその他青果物の販売拡大に取り組んでまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高2,332,216千円（前年同期比9.7％増加）、営業損失

42,660千円（前年同期は営業利益35,099千円）、経常損失40,051千円（前年同期は経常利益37,450千円）、四半期

純損失64,218千円（前年同期は四半期純利益18,468千円）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（仕入販売事業）

仕入販売事業は、当社と株式会社ホーブ21が行っており、その主力商品は業務用いちご果実であります。当第２

四半期連結累計期間におきましては、夏秋期は自社品種である「ペチカプライム」「ペチカサンタ」と輸入いちご

を、その後は国産促成いちご（とちおとめ、さがほのかなど）を主に販売しております。

夏秋期におきましては、他品種を含めた出荷量のピークが天候にも影響され、７月下旬から８月上旬にかけて集

中し、夏秋いちご全体として一時的に供給過剰の状態となりました。取引先のいちご果実使用量削減の動きも重な

り、自社品種の販売に苦戦を強いられることとなりました。

また、業務用いちご果実の最需要期となるクリスマス期におきましては、全国的に市場への入荷量が不足したこ

とから、いちご市場相場価格が高騰し、事前に販売価格を決定していた取引先については、利益が大幅に圧縮され

る結果となりました。

当社は、前期より関東圏中心の仕入から仕入産地を分散し、特に九州地区のいちご果実を集め、いちご果実数量

の確保と、いちご市場相場価格の抑制に努めてまいりました。しかしながら、当期は11月から12月にかけての日本

全体を襲った寒波の影響で、全国的にいちごの生育が著しく遅れたため、いちご市場相場価格高騰を回避すること

ができませんでした。

いちご果実以外の青果物につきましては、平成24年５月に設立しました株式会社ホーブ21の事業開始に伴い、売

上高を伸ばしました。

この結果、仕入販売事業の売上高は2,294,034千円（前年同期比10.0％増加）、営業利益はいちご果実での落ち

込みをその他青果物でカバーすることができず、59,491千円（前年同期比60.3％減少）となりました。

（種苗生産販売事業）

種苗生産販売事業は、当社が自社いちご品種を中心に生産販売を行っております。自社いちご品種の栽培方法に

は秋に苗を定植し、翌年に果実を生産する秋定植と、春に苗を定植し果実を生産する春定植の概ね２体系の作型が

あります。種苗の販売は春定植用の苗を中心としており、当第２四半期連結累計期間においては、主に秋定植用の

苗の販売を行っております。

当期間におきましては、北海道において、連作障害などの影響で栽培を回避する生産者があり、苗販売数量が前

年同期に比べ約１万本減少いたしました。

この結果、種苗生産販売事業の売上高は 10,125千円（前年同期比11.1％減少）、営業利益は804千円（前年同

期比60.9％減少）となりました。

（運送事業）

運送事業は、株式会社エス・ロジスティックスが行っております。当期間におきましては、関東圏を中心とした

事業展開で、当社の商品配送を行いつつ、他社からの配送業務を積極的に受託してまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における運送事業の売上高は、ほぼ前年並みの28,056千円（前年同期比

1.4％減少）となりました。営業利益は、協力会社への支払運賃の上昇分を売上運賃に転嫁できず利益率が低下し

たことに加え、期中において車両故障に伴う予定外の修理費用が発生したため、703千円（前年同期比51.6％減

少）となりました。

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報

①財政状態の状況

（流動資産）

流動資産は、前連結会計年度末と比較して926,296千円増加し、当第２四半期連結会計期間末で1,656,647千円と

なりました。これは現金及び預金が減少したものの、売掛金とたな卸資産が増加したことが主因であります。

（固定資産）

固定資産は、前連結会計年度末と比較して15,620千円減少し、当第２四半期連結会計期間末で474,624千円とな

りました。これは投資その他の資産と有形固定資産が減少したことが主因であります。

（流動負債）

流動負債は、前連結会計年度末と比較して991,439千円増加し、当第２四半期連結会計期間末で1,175,354千円と

なりました。これは買掛金及び短期借入金が増加したことが主因であります。

（固定負債）

固定負債は、前連結会計年度末と比較して2,347千円増加し、当第２四半期連結会計期間末で39,589千円となり

ました。これは退職給付引当金が増加したことが主因であります。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末と比較して83,110千円減少し、当第２四半期連結会計期間末で916,327千円となり

ました。この結果自己資本比率は、前連結会計年度末の81.9％から43.0％となっております。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末と比較

して48,200千円減少して294,393千円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果使用した資金は220,751千円（前年同期は132,641千円の使

用）となりました。これは主に、仕入債務778,902千円の増加があったものの、売上債権959,660千円の増加、たな

卸資産41,989千円の増加があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は6,420千円（前年同期は23,220千円の使用）

となりました。これは主に、敷金及び保証金の回収による収入15,697千円があったものの、敷金及び保証金の差入

による支出21,154千円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果取得した資金は178,970千円（前年同期は54,528千円の使

用）となりました。これは主に、配当金の支払いによる支出18,909千円があったものの、短期借入金による収入

200,000千円があったためであります。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

通期の業績予想につきましては、経営環境及び最近の業績動向を勘案し、予想数値を修正いたしました。なお、

当該予想数値に関する詳細は、平成25年２月４日に開示いたしました、「業績予想及び配当予想の修正に関するお

知らせ」をご覧ください。
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっておりま

す。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年７月１日以後に取得

した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響額は軽微であります。

該当事項はありません。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 342,594 294,393

売掛金 318,335 1,277,996

たな卸資産 47,715 89,705

その他 35,224 12,198

貸倒引当金 △13,521 △17,647

流動資産合計 730,350 1,656,647

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 147,601 143,409

機械装置及び運搬具（純額） 67,018 65,801

土地 79,291 79,291

その他（純額） 1,595 1,365

有形固定資産合計 295,506 289,867

無形固定資産 3,844 3,509

投資その他の資産

投資有価証券 150,444 150,602

その他 40,498 30,657

貸倒引当金 △48 △13

投資その他の資産合計 190,893 181,247

固定資産合計 490,244 474,624

資産合計 1,220,595 2,131,271

負債の部

流動負債

買掛金 102,412 881,315

短期借入金 － 200,000

1年内返済予定の長期借入金 2,120 －

未払法人税等 1,558 3,258

その他 77,823 90,780

流動負債合計 183,915 1,175,354

固定負債

退職給付引当金 34,420 36,606

その他 2,822 2,983

固定負債合計 37,242 39,589

負債合計 221,157 1,214,944
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 421,250 421,250

資本剰余金 432,250 432,250

利益剰余金 146,343 63,074

株主資本合計 999,843 916,574

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △405 △247

その他の包括利益累計額合計 △405 △247

純資産合計 999,437 916,327

負債純資産合計 1,220,595 2,131,271
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
（四半期連結損益計算書）
（第２四半期連結累計期間）

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年７月１日
至 平成23年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年７月１日
至 平成24年12月31日)

売上高 2,126,117 2,332,216

売上原価 1,668,268 1,950,859

売上総利益 457,848 381,357

販売費及び一般管理費 422,749 424,017

営業利益又は営業損失（△） 35,099 △42,660

営業外収益

受取利息 40 202

債務未請求益 1,167 1,063

消費税免除益 － 703

その他 1,238 683

営業外収益合計 2,446 2,653

営業外費用

支払利息 86 44

その他 8 －

営業外費用合計 94 44

経常利益又は経常損失（△） 37,450 △40,051

特別利益

固定資産売却益 679 299

特別利益合計 679 299

特別損失

固定資産除却損 18 －

特別損失合計 18 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

38,111 △39,751

法人税等 19,643 24,467

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

18,468 △64,218

四半期純利益又は四半期純損失（△） 18,468 △64,218
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（四半期連結包括利益計算書）
（第２四半期連結累計期間）

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年７月１日
至 平成23年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年７月１日
至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 18,468 △64,218

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △112 158

その他の包括利益合計 △112 158

四半期包括利益 18,356 △64,060

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 18,356 △64,060

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年７月１日
至 平成23年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年７月１日
至 平成24年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

38,111 △39,751

減価償却費 14,172 11,796

貸倒引当金の増減額（△は減少） △464 4,090

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,087 2,186

受取利息及び受取配当金 △40 △202

支払利息 86 44

有形固定資産売却損益（△は益） △679 △299

固定資産除却損 18 －

売上債権の増減額（△は増加） △755,322 △959,660

たな卸資産の増減額（△は増加） △29,987 △41,989

仕入債務の増減額（△は減少） 576,473 778,902

その他 15,484 24,298

小計 △139,060 △220,584

利息及び配当金の受取額 64 202

利息の支払額 △69 △44

法人税等の支払額 △4,148 △1,269

法人税等の還付額 10,572 944

営業活動によるキャッシュ・フロー △132,641 △220,751

投資活動によるキャッシュ・フロー

出資金の払込による支出 － △100

有形固定資産の取得による支出 △1,350 △857

有形固定資産の売却による収入 680 －

貸付金の回収による収入 182 160

敷金及び保証金の差入による支出 △50,027 △21,154

敷金及び保証金の回収による収入 27,573 15,697

その他 △279 △166

投資活動によるキャッシュ・フロー △23,220 △6,420

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 － 200,000

長期借入金の返済による支出 △5,320 △2,120

配当金の支払額 △49,208 △18,909

財務活動によるキャッシュ・フロー △54,528 178,970

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △210,389 △48,200

現金及び現金同等物の期首残高 400,936 342,594

現金及び現金同等物の四半期末残高 190,546 294,393
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該当事項はありません。

該当事項はありません。

（セグメント情報）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成23年７月１日 至平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△118,163千円には、セグメント間取引消去2,820千円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△120,984千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメ

ントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成24年７月１日 至平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△103,658千円には、セグメント間取引消去3,358千円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△107,017千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメ

ントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

仕入販売
種苗生産販

売
運送

売上高

外部顧客への売上高 2,086,281 11,385 28,450 2,126,117 － 2,126,117

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － 84,361 84,361 △84,361 －

計 2,086,281 11,385 112,811 2,210,478 △84,361 2,126,117

セグメント利益 149,753 2,057 1,452 153,263 △118,163 35,099

（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

仕入販売
種苗生産販

売
運送

売上高

外部顧客への売上高 2,294,034 10,125 28,056 2,332,216 － 2,332,216

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － 85,887 85,887 △85,887 －

計 2,294,034 10,125 113,944 2,418,104 △85,887 2,332,216

セグメント利益 59,491 804 703 60,998 △103,658 △42,660
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３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載の通り、法人税法の改正に伴い、

当第１四半期連結会計期間より、平成24年７月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法

人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に

基づく方法に変更しております。なお、これによる当第２四半期連結累計期間のセグメント利益又は損失

に与える影響は軽微であります。
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